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教育関連
本日の内容

目次

２．新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について

３．ルール・マナーブック（啓発用リーフレット）の作成について

１．これまでのまとめ

４．今後の進め方と課題
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（１）現行事業の再整理

（２）プログラムの目的と教育内容

（３）プログラム一覧（素案）

（参考）



教育関連

１．これまでのまとめ
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教育関連

１ ２ 参３ ４

⇒受講した内容を家庭で共有
⇒自転車の検定制度
⇒学校以外での交通安全教室の場の提供
⇒ルール・マナーをわかりやすく解説したブック
⇒人材育成について

これまでのまとめ
3１．これまでのまとめ

自転車の事故の状況

自転車を取り巻く環境の変化

⇒交通事故の死傷者数は学齢が上がるに
つれて増加

⇒高齢者は，死亡事故につながる確率が高い
⇒若年層の第一当事者割合が高い

自転車の安全利用に関する講習の受講

⇒教室の受講歴は年齢が上がるにつれ，
受講者は少ない

京都市における啓発教育の状況
⇒行政・警察・学校などで交通安全教室
などを実施

●知る・学ぶ機会
の提供

●何がなぜ危険か
の納得と理解

●年齢等の段階に

応じた啓発・教育

６W１Hの考え方で年齢や時どきにあった
啓発・教育を実施

知る
みえる

(わかる)
守る

●まちなかでの実践

先進事例について

自転車は「車両」，原則左側通行

自転車安全利用教育について

海外と国内の事例を紹介

リスクを自身で判断し，実践できるようになるための

「理解」を重視した教育の提供

⇒守る理由が「みえる化」されたルール・マナーブック
の作成

ルール・マナーブックについて



教育関連

２．新たな自転車安全利用教育プログラム

一覧（素案）について
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（１）現行事業の再整理

（２）プログラムの目的と教育内容

（３）プログラム一覧（素案）



教育関連

２ 参３ ４１

現行事業の再整理
5２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （１）

・出生

ライフステージに合わせた自転車安全教育プログラム一覧
（現状１：自転車政策推進室で実施しているもの）

中学生 大学生 高齢者小学生 高校生 社会人～５歳

座
学

実
技

子育てパパママ向け

自転車交通安全教室

（保護者と一緒に） スケーアード・ストレイト方式による

交通安全教室

自転車安全利用講習会

①教習生向け

②一般市民向け

子育てパパママ向け

自転車交通安全教室

（こどもと一緒に）

啓
発

マナーアップフェスタ in 京都

関係団体（サービス事業推進室，各区役所，府警，地域団体等）と連携した街頭啓発，各種イベントへのブース出展，市バス車体を活用した広報等

自転車安全利用推進企業に

よる啓発

マスメディアを活用した啓発

（若者向け雑誌への広告掲載等）

・保育園入園
・幼稚園入園

・小学校入学 ・中学校入学 ・高校入学 ・大学入学
・免許取得
・転入

・免許取得・更新
・転入，就職，結婚
・子育て

・免許更新
・運転免許返納
・孫育て



教育関連

２ 参３ ４１

現行事業の再整理
6２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （１）

ライフステージに合わせた自転車安全教育プログラム一覧
（現状２：自転車政策推進室以外が実施しているものを含む）

中学生 大学生 高齢者小学生 高校生 社会人～５歳

座
学

実
技

子育てパパママ向け

自転車交通安全教室

（保護者と一緒に）

スケーアード・ストレイト方式による

交通安全教室

自転車安全利用講習会

①教習生向け

②一般市民向け

子育てパパママ向け

自転車交通安全教室

（こどもと一緒に）

啓
発

マナーアップフェスタ in 京都

関係団体（サービス事業推進室，各区役所，府警，地域団体等）と連携した街頭啓発，各種イベントへのブース出展，市バス車体を活用した広報等

自転車安全利用推進企業に

よる啓発

マスメディアを活用した啓発

（若者向け雑誌への広告掲載等）

安全教育副読本「安全ノート」等を活用した
安全教育

「自転車運転免許証」の交付を
伴う自転車教室
（主に４年生）

自転車安全利用推進員委嘱研修（府制度）

・出生
・保育園入園
・幼稚園入園

・小学校入学 ・中学校入学 ・高校入学 ・大学入学
・免許取得
・転入

・免許取得・更新
・転入，就職，結婚
・子育て

・免許更新
・運転免許返納
・孫育て

学校現場で実施

シミュレーターを活用した講習（府警）



教育関連
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（１）現行事業の再整理

（２）プログラムの目的と教育内容

（３）プログラム一覧（素案）

２．新たな自転車安全利用教育プログラム

一覧（素案）について



教育関連

２ 参３ ４１

プログラムの目的
8２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （２）

「歩道は歩行者のためのもの」 →歩道走行は例外
「自転車は車両」 →左側通行の遵守 等

知る 守るわかる

自転車利用者が，自分自身で危険と安全の本質を理解し，

自分や他者の安全のために，自転車の安全利用を実践できる
ようになること。

自転車の基本的なルール・マナーの周知徹底を図る

最終的には



教育関連

２ 参３ ４１

プログラムの教育内容について①
9２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （２）

子どもからお年寄りまで，ライフステージに合わせた自転車教室と啓発
を関係機関や地域・企業等と連携して計画的に実施していく

・細街路が多い

・歩行者の通行量が多い

・大学生を中心とした若年層が多い

京都市の特徴

自転車の基本的なルール・マナーの周知徹底
＆

より一層の自転車の安全利用の実践

京都市の現状に応じたプログラム

◎利用者の実態（学校，地域，事業所，

高齢者等）に応じた自転車安全利用講

習の充実・強化

京都府自転車安全利用促進計画



教育関連

２ 参３ ４１

プログラムの教育内容について②
10２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （２）

①事故が多い若年層に対する教育の充実

②受講経験の少ない高齢者への受講機会の充実

③新たに走行環境の整備を行う地域への重点的な啓発の実施

④自転車の楽しみ（趣味・スポーツとして）や健康へのメリットという視点

特に，子育て世代の保護者層や祖父母の年代に当たる高齢者層に対して
は，訴求力の高い「子ども」という切り口を用いることで，ルール・マ
ナーの遵守意識を高める

まずは・・・

取り組みの

ポイント
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教育関連

２．新たな自転車安全利用教育プログラム

一覧（素案）について
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（１）現行事業の再整理

（２）目的と教育内容

（３）プログラム一覧（素案）



教育関連

２ 参３ ４１

ライフステージに合わせた自転車安全教育プログラム一覧（素案）

13２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （３）

中学生 大学生 高齢者小学生 高校生 社会人～５歳

座
学

実
技

子育てパパママ向け

自転車交通安全教室

（保護者と一緒に）
スケーアード・ストレイト方式による

交通安全教室

自転車安全利用講習会

①教習生向け

②一般市民向け

子育てパパママ向け

自転車交通安全教室

（こどもと一緒に）

啓
発

マナーアップフェスタ in 京都

関係団体（サービス事業推進室，各区役所，府警，地域団体等）と連携した街頭啓発，各種イベントへのブース出展，市バス車体を活用した広報等

自転車安全利用推進企業に

よる啓発

マスメディアを活用した啓発

（若者向け雑誌への広告掲載等）

安全教育副読本「安全ノート」等を活用した
安全教育

「自転車運転免許証」の交付を
伴う自転車教室（主に４年生）

自転車安全利用推進員委嘱研修（府制度）ストライダー教室

（初めての自転車体験）

（サイクルセンター）

玉無し自転車

交通安全教室
自転車教室（実技 ），自転車検定（免許証）

①新しい走行環境に応じた自転車の乗り方，②サイクリングの楽しみ方等 （サイクルセンター）

自転車の楽しみを学べる教室 サイクリングイベントの企画，支援

新たに走行環境の整備を行う地域への啓発 （①都心部地区，②西院地区，③らくなん進都地区）

自転車購入時（自転車販売店等），京都市転入時（不動産業者等）

レンタサイクル利用者（観光客，外国人）へのルール・マナーの周知徹底

自転車教室 自転車教室

高齢者向け

自転車教室
学校現場で実施

・出生
・保育園入園
・幼稚園入園

・小学校入学 ・中学校入学 ・高校入学 ・大学入学
・免許取得
・転入

・免許取得・更新
・転入，就職，結婚
・子育て

・免許更新
・運転免許返納
・孫育て

シミュレーターを活用した講習（府警）

新規（案） 自転車政策推進室以外が実施 自転車政策推進室が実施



教育関連

２ 参３ ４１

ライフステージ別のプログラム内容
14２.新たな自転車安全利用教育プログラム一覧（素案）について （２）

中学生 大学生 高齢者小学生 高校生 社会人～５歳

低学年 高学年

自転車デビュー 車道デビュー歩道走行可 歩道走行可

●信号を守る

●交差点は

止まって確認

世代に

合わせた

重点内容

（例）

覚える・知る 知る・わかる覚える

学
ぶ
内
容

通学・通勤での利用 自転車・歩行者親と乗車

高校に入る前までに基本ルール・マナーは習得

わかる

知る

横に並んで走らない

●危ない箇所を認識し，回避できる

●交通の標識を知る

●車道で必要な走行知識を

習得する

・ヘルメットをつける

・自転車に乗れる

●危ない箇所
を知る

●自転車事故
を知る

●何が危ない
かを知る

●事故の責任
を知る

左側通行をする

●危ない箇所を知る

●自転車事故を知る

・ヘルメットをつける

・安全に止まれる

・ゆっくり走れる

・無理な運転はしない

自転車に乗ることの楽しさを知る

具
体
例

音楽・携帯電話・スマートフォンなど「ながら」運転をしない

傘さし運転しない

身につける基本のルール・マナー

わかる

自転車利用で知っておく基本ルール・マナー

ヘルメット着用

●何が危ない
かを予測する

●事故の責任
を知る

交通ルールの基本 自転車の運転技術の向上

危険の予測・回避

事故のリスクの理解

社会的責任の認識

指導者としての視点

内容
（習得度）

保護者の視点

●子ども等に正しい乗り方を

教えることができる



教育関連

３．ルール・マナーブック

（啓発用リーフレット）の作成について
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教育関連

３ 参４１ ２

自転車安全利用教育プログラムで実施していくもの

年齢・道路環境
等に応じて変化

ルール・マナーブック（啓発用リーフレット）の内容
16３.ルール・マナーブック（啓発用リーフレット)の作成について

α

ルール・マナーブック

・京都で知っておくべき，最低限のルール・マナー

・京都の自転車利用入門編

身につける基本のルール・マナー

京都自転車基本の８ヶ条

基本となるルール・マナー

各世代などによって重点をおくルール・マナー

安全利用教室（実技）

安全利用教室（座学）

自転車の楽しさ



教育関連

３ 参４１ ２

ルール・マナーブック（啓発用リーフレット）の構成イメージ

17３.ルール・マナーブック（啓発用リーフレット)の作成について

京都で知っておくべき最低限のルール・マナー

京都の自転車利用入門編

■京都自転車基本の８ヶ条 ■自転車の走行環境の整備

・ガイドラインに沿った

今後の整備の説明

・路面表示の説明

・走行の仕方 など

地域の状況を踏まえる必要性

教えるポイント
教わるポイント

・各世代に応じた留意事項

・自動車など自転車以外から

みた状況

・自転車の乗り方で，押さえて

おきたい基本的なルール・

マナー

■既存媒体等の活用

京都自転車基本の８ヶ条を踏まえた内容に

道路交通法に関するルールだけでなく，自転車の乗り方や道路の使い方，

自転車利用者以外からの見え方などの視点も



教育関連

３ 参４１ ２

地域の方が中心となっても教えやすく，わかりやすく

各世代等の節目の時に， ・・・

ルール・マナーブック（啓発用リーフレット）の活用方法

18３.ルール・マナーブック（啓発用リーフレット)の作成について

入学時

ライフステージに合わせた啓発時に利用

就職時 転入時

地域等における教室利用等に利用

自転車に関するルール・マナーについて，知る機会を増やす

守る機会を増やす

地域などで安全利用に関する集会や活動を行うとき

走行環境の整備のときに，整備地域周辺に周知するとき

地域に合わせた内容で，実践しやすく



教育関連

３ 参４１ ２

◎例えば…

ルール・マナーブック（啓発用リーフレット） イメージ

19３.ルール・マナーブック（啓発用リーフレット)の作成について

左側通行が原則

クルマのドライバーから見えない

クルマのドライバーに気付かれない

事故

自動車からの
距離が短い

右側通行

自動車からの
距離が右側
より長い

左側通行

お互いの姿が見えない

至近距離のため対応しきれない

事故 事故

左側通行 右側通行

左側通行
車から自転車が見えるため，
比較的予想・対処しやすい

右側通行
車から見えないところから自転車が飛び出
してくるため，対処できない

お互いの速度が加算される正面衝突では，深刻な事故に繋がりやすい

ドライバー
からの
視点

出典：『自転車の安全鉄則』（疋田智氏著）

なぜ，

左側通行なのか

考えてみよう。



教育関連

４．今後の進め方と課題
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教育関連

４ 参１ ２ ３

今後の進め方
21４.今後の進め方と課題

自転車安全教育のベースとなるもの

新たな受講プログラムの実施

ライフステージに合わせた自転車教室と啓発を，
関係機関や地域・企業等と連携して計画的に実施

●中高生向け自転車教室（座学）の試行実施

■新たな自転車安全教育プログラム（素案）の一覧から，実施可能なものから順次実施

道路のマーク
は何？

なぜ，左側通行
なの？

？？

ルール・マナーブックの作成

●走行環境整備と合わせた周辺地域への周知・啓発

今後，新たに実施していくもの

Do 

実行

Check

検証

Action

改善

Plan

計画

「Do 実行」からはじめ，検証・改善し，プログラムを構築
（Do→Check→Action→Plan）

随時，検証・見直しを行い，

新たな自転車安全教育プログラム

を構築していく。

現在，既に実施しているもの

⇒地域との連携



教育関連

４ 参１ ２ ３

今後の課題
22４.今後の進め方と課題

保険

将来的には，サイクルセンターも実践の場として活用

専門性を維持しつつ，継続してプログラムを実施できる体制づくりが必要

ポイント化（教室受講等のインセンティブ）

関係機関
地域・企業
など

協力・連携

受講プログラム

中
学
生

大
学
生

高
齢
者

小

学

生

高
校
生

社
会
人

～

５

歳

世代に合わした

自転車の交通安全教室などの実施

教育プログラムをトータルコーディネートできる運営主体の確保

専門家としてのサイクルアドバイザーや地域で活動していただ
ける人材の育成

保険会社との連携
協力確保

ライフステージに合わせた各種自転車教室や自転車検定，
イベントの開催等

ポイントがたまれば駐輪料金の値引き・減免等の特典

６W１H（だれに，何を，どのように，なぜ，いつ，どこで，だれが）

を考慮し，実効性の担保に留意する。

新たな自転車安全教育プログラムの策定

自転車教室や自転車検定の受講歴の記録

世代・習得状況に合わせた

プログラム

保険義務化(検討中)

京都サイクルパス制度（仮称）へ
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（参考）

市民アンケートの実施と結果について

23
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市民アンケートの実施概要
24参考：市民アンケートの実施と結果について

目 的 市民の自転車の利用状況をはじめ，ルール・マナーの遵守意識や状況，自転車の
保険の加入状況等，自転車の安全利用に関する状況を把握し，今後進めていく取
組みや政策の参考とするため

対 象 京都市内在住の１５歳以上

方 法 インターネットによるアンケート調査（1,000サンプルを抽出）

実施日 平成２８年６月６日（月）～６月８日（水）

回答者の属性

北区 8.8%

上京区 4.9%

左京区

11.9%

中京区 8.9%

東山区 1.7%

山科区 7.4%

下京区 6.0%南区 6.5%

右京区

12.7%

西京区

9.7%

伏見区

21.5%

10代 1.4%

20代

14.8%

30代

18.2%

40代

18.3%

50代

18.4%

60代

21.7%

70歳以上

7.2%
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アンケートの調査結果（抜粋）
25参考：市民アンケートの実施と結果について

自転車走行の状況は，前回アンケート調査
（H26.7実施）からほとんど変化していな
かった。

自転車の安全利用については，小学校で
教わった人が多い一方，高齢者は教わる
機会がほとんどないことが分かった。

自転車教室について，受講したくないが約４割を占める一方，
受講したい中身や特典があれば受講するとの人が多かった。

歩道の建物側

12.1%

歩道の真ん中

6.7%

歩道の車道側

48.5%

車道

32.8%

歩道の建物側

13.7%

歩道の真ん中

4.8%

歩道の車道側

50.3%

車道

31.2%

→ 車道の左側通行について，
更なる周知徹底が必要

前回 今回

43%

49%

47%

50%

57%

38%

26%

21%

16%

18%

10%

9%

8%

8%

33%

36%

35%

36%

40%

34%

54%

67%

67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(14)

20代(148)

30代(182)

40代(183)

50代(184)

60代(217)

70代(66)

80歳以上(6)

市内受講

他受講

受講なし

→ 高齢者向けの教室等の開催が必要
座学の
受講経験
（今回）

場合によって

は受講したい

52.5%

受講したくない

40.9%

受講したい 6.6%

→ 教室の内容の充実を図るとともに，教室受講者へのインセンティブ
付与のあり方について，引き続きの検討が必要

→ 京都サイクルパス（仮称）につなげる。
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アンケートの調査結果について①
26参考：市民アンケートの実施と結果について

自転車の
利用状況

●走行位置

●利用目的(1位） ●利用頻度

●走行位置の理由

・利用目的では，10代を除いて「買い物・通院などの日常生活」での利用が最も高い。
・利用頻度では「毎日利用」と「週5～６日利用」が30代までで約４割であった。
・走行位置については車道走行はどの年代でもだいたい３割前後であった。
・走行位置の利用では歩道を走行している人の多くが，「車道を走るのが怖い」との意見であった。
・走行位置の理由としては「走行位置として路面などに表示がされているから」が最も多くなっている。

7%

20%

25%

23%

14%

5%

2%

43%

14%

1%
1%

3%

3%

3%

5%

3%

3%

29%

34%

43%

36%

41%

51%

52%

17%

3%

4%

1%

2%

2%

2%

4%

5%

3%

1%

1%

2%

1%

1%

1%
3%

3%

5%

21%

22%

21%

32%

30%

29%

41%

83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(14)

20代(148)

30代(182)

40代(183)

50代(184)

60代(217)

70代(66)

80歳以上(6)

通勤 通学
仕事（業務） 買い物・通院などの日常生活
子どもの送迎 趣味（サイクリングなど）
習い事に行くため それ以外
あてはまるものはない（自転車を利用しない） 21%

23%

18%

16%

15%

15%

12%

7%

18%

19%

18%

14%

11%

8%

7%

11%

13%

11%

11%

13.4%

15%

29%

14%

19%

14%

18%

18%

17%

14%

13%

9%

9%

13%

13%

8%

17%

21%

22%

21%

32%

30%

29%

41%

83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(14)

20代(148)

30代(182)

40代(183)

50代(184)

60代(217)

70代(66)

80歳以上(6)

毎日利用 週に５～６日利用 週に３～４日利用 週に１～２日利用 それ以下の頻度 無回答

※（ ）内の数値は母数である。

38

19

10

16

20

1

33

1

22

4

2
4

6

12

2

94

84

127

33

84

2
136

8

17

55

56

7

11

29

92

122

2

0 50 100 150 200

安全で安心して走れるから

安全ではないが安心して走れるから

自転車の走行位置として路面などに表示がされているから

他の自転車も同じように走っているから

事故に遭うのを避けたいから

スピードを出して走れるから

車道を走るのが怖いから

歩道を走りたいが、幅員が狭く、歩行者も多く走れないから

自転車は「車の仲間」で車道を走らないといけないから

その他

歩道の建物側 歩道の真ん中 歩道の車道側 車道

171

162

195

60

121

32

181

92

122

13

18%

17%

19%

14%

18%

5%

5%

9%

3%

9%

4%

5%

3%

3%

45%

53%

43%

48%

46%

59%

56%

100%

27%

28%

29%

34%

32%

32%

36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(11)

20代(115)

30代(143)

40代(124)

50代(129)

60代(153)

70代(39)

80歳以上(1)

歩道の建物側 歩道の真ん中 歩道の車道側 車道
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アンケートの調査結果について②
27参考：市民アンケートの実施と結果について

自転車の
安全利用

・守ってほしいルールでは，「｢ながら運転」をしないこと」が最も多く，次いで「スピードを出さず，
ゆっくり走る」であった。

・守っていないルールでは、左側通行であった。
・守らない理由では，「違反しても罰金をとられたり，罰則を受けることがない」が最も多かった。
・どうすれば守るかでは，罰金や罰則，取締りの強化に次いで多かったのが「小さい時から自転車の安全
利用についての教育を実施する」であった。

●守って欲しいルール

●守らない理由

●守っていないルール

●どうすれば守るのか

24

34

113

483

515

548

562

637

679

727

0 100 200 300 400 500 600 700 800

その他

守ってほしいと思うものはない

自動車の交通量が多いところではヘルメットをかぶって走ること

歩行者が多いところでは、自転車を押して歩くこと

車道を走るときは自動車の進行と同じ向きで走ること（左側通行をすること）

傘をさしながら走らないこと（傘を固定して走らないこと）

交差点等で自転車の突然の飛び出しや方向転換をしないこと

信号を守って走ること

歩道ではむやみにスピードを出さず、ゆっくりとすぐに止まれるスピードで走ること

携帯電話やスマートフォン等の操作や音楽を聴きながらの「ながら運転」をしないこと

97

6

4

13

18

19

25

49

65

70

73

98

107

173

183

0 50 100 150 200

あてはまるものはない

上記以外のルール・マナー

二人乗りはしない（6歳未満の幼児を乗車の場合は除く）

横に並んで走らない

飲酒運転はしない

暗いときはライトをつける

信号のない交差点では、歩行者や自転車・車等車両の通行がないか確認する

傘差し運転はしない

歩道で走るときはすぐに止まれるスピードで走る

必ず信号を守る

人の多い道路では自転車に乗らず押し歩きをする

携帯電話やスマートフォン等の操作や音楽を聴きながらの「ながら運転」をしない

車道を走る

ヘルメットをかぶる

左側通行

43

48

73

85

174

274

307

331

520

0 100 200 300 400 500 600

その他

守っている方が周りから変な目で見られるから

なぜ守らないといけないかがわからないから

自転車のルールやマナーが間違っていると思うから

自動車などに比べ、ルールやマナーを違反しても事故を起こす可能性が低いから

他の人もルール・マナーを守っていないから

運転している時、ルール・マナーを意識していないから

ルールやマナーが道路や交通の実情に合っていないから

違反しても罰金をとられたり、罰則を受けることがないから

32

85

105

129

187

188

196

197

225

229

245

324

425

480

625

0 100 200 300 400 500 600 700

その他

ホームページや携帯電話・スマートフォンなどの端末を利用した情報発信を行う

ルール・マナーに関する冊子等を配布する

定期的な自転車利用の講習や教室を実施する

自転車購入時にルール・マナーの説明の義務化

違反すると大事故につながることがわかる資料や情報を提供する

思いやりや道徳心の大切さの啓発を行う

人が多いところでもっとルール・マナーの周知や啓発を行う

自転車の車両登録制度の導入

自転車の安全利用の教室や講習の受講の義務化

自転車の運転免許制度の導入

社会全体が自転車のマナー違反を許さない雰囲気をつくる

小さい時から自転車の安全利用についての教育を実施する

警察の指導や取締りを強化する

違反した場合の罰金や罰則を強化する
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43%

49%

47%

50%

57%

38%

26%

21%

16%

18%

10%

9%

8%

8%

33%

36%

35%

36%

40%

34%

54%

67%

67%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(14)

20代(148)

30代(182)

40代(183)

50代(184)

60代(217)

70代(66)

80歳以上(6)

市内受講 他受講 受講なし

アンケートの調査結果について③
28参考：市民アンケートの実施と結果について

●受講経験（座学）

●受講意志

●受講経験（実技）

●受講をしたくない理由

36%

39%

37%

43%

48%

35%

17%

21%

17%

18%

11%

9%

4%

6%

17%

43%

45%

45%

46%

43%

61%

77%

83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(14)

20代(148)

30代(182)

40代(183)

50代(184)

60代(217)

70代(66)

80歳以上(6)

市内受講 他受講 受講なし

12%

6%

6%

5%

5%

11%

43%

47%

51%

52%

60%

50%

61%

17%

57%

41%

43%

42%

35%

45.6%

29%

83%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代(14)

20代(148)

30代(182)

40代(183)

50代(184)

60代(217)

70代(66)

80歳以上(6)

受講したい 場合によっては受講したい 受講したくない

16

22

22

27

40

77

96

117

126

0 50 100 150

その他

既に受講していて必要性を感じない

受けても特典や割引がないから

話を聞いても身にならないから

受けていなくても事故を起こす可能性は低いと思うから

今の運転に問題があるとは思わないから

自転車のルール・マナーをいつもきちんと守って運転しているから

特に必要性を感じないから

自転車に乗らないので、その必要がない

自転車の安全利用に関する
講習会や教室の受講①

・受講経験について，受講経験がある人は，座学・実技のともに50代まででは約６割であるが60
代以上では，約４割と約２割減少。

・受講意志については，「場合によっては受講したい」を入れると約5割～6割で，条件付きなら
受講してもいいという人が多かった。

・受講をしたくない理由は，「自転車に乗らないから」「必要性を感じない」「ルール・マナー
をいつも守っている」という順で多かった。

※（ ）内の数値は母数である。
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38

390

402

509

0 100 200 300 400 500 600

その他

受講することで何らかの特典がある

受講する条件や環境が整っている

受講したいと思えるような中身がある

アンケートの調査結果について④
29参考：市民アンケートの実施と結果について

・受講促進については、｢受講したいと思える中身がある」との回答が約半数であった。
・特典については、買い物や駐輪場，自転車保険などほぼ同じくらいの意見であった。
・環境では，「住んでいる地域の学校や公共施設等での開催」が最も多かった。
・中身については，「自転車のルール・マナーだけでなく乗り方や自転車の整備方法など受講
内容の充実」が他と比べやや多かった。

●受講促進

●環境

●特典

●中身

7

201

244

246

0 100 200 300

その他

自転車保険の割引などの特典がある

駐輪場の割引や優待などの特典がある

買い物などでの特典がある

5

93

114

136

146

258

0 100 200 300

その他

夜間（仕事が終わってからでも参加できる時間帯）の開催

土日などの休日の開催

職場や通学している学校での開催

駐輪場やスーパー等での開催

住んでいる地域の学校や公共施設等での開催

8

267

294

310

0 100 200 300 400

その他

自転車に関する事故の危険性などの情報を教える

地域の現状に合わせた安全な自転車の利用方法や注意点・危険個所の情報

ルール・マナーだけでなく乗り方や自転車の整備方法など受講内容の充実

自転車の安全利用に関する
講習会や教室の受講②


